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ごあいさつ
　平素より、千葉興業銀行をお引き
立て賜り、誠にありがとうございます。
　平成２7年度の当行の経営内容や
業績、ＣＳＲの取組み等をミニ・ディス
クロージャー誌にまとめました。ご高覧
いただければ幸いに存じます。

　平成２7年度における千葉県経済は、
一部に弱さがみられるものの、倒産
件数は低水準を維持し、雇用環境も
改善傾向が続くなど、総じて景気の
持ち直しが続きました。
　このような金融経済環境のもと、
当行は平成２５年度から始まった３ヵ年
の前中期経営計画「変革・成長戦略
“２ｎｄ Ｓｔａｇｅ”」の最終年度に臨み、
地域のお客さまの資金ニーズに積極
的にお応えするとともに、コンサル
ティング機能の発揮に努めた結果、
中小企業向け貸出や住宅ローンを中心
とした貸出金残高をはじめ多くの目標
を達成することができました。
　これもひとえに、お取引先・株主・
地域の皆さまからのご愛顧によるもの
と心から感謝申し上げます。

　当行が営業基盤とする千葉県は、
首都に隣接した立地に恵まれ、東京
オリンピック・パラリンピックの開催も
４年後に控えていることから、今後一層
の成長が見込める肥沃なマーケットで
あります。一方、今後の経営環境は、
少子高齢化の進展、県内人口の減少、
低金利の長期化などにより、県内中小
企業の経営課題や個人のお客さまの
ニーズがますます多様化・高度化する
とともに、他業態を含めた金融競合
拡大による商品・サービスの過剰供給
も見込まれます。
　このような経営環境を踏まえ、当行
は平成２８年4月より新中期経営計画

「コンサルティング考動プロジェクト
２０１９」をスタートさせました。今後
３年間を当行のめざすべき姿である
「コンサルティング・バンクの確立」
実現に向けたステージと位置づけ、より
一段と地域・お客さまのお役に立ち、
ともに成長を持続していくために、
「コンサルティング考動の実践」をコア
戦略とし、全行一丸となり取組んで
まいります。

　今後とも、より一層のご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

平成28年6月
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「選ばれ続け、地域・お客さまに
なくてはならない絶対的存在感の
ある銀行」をめざして

取締役頭取・CEO
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中期経営計画 中期経営計画

コンサルティング考動プロジェクト2019
平成28年4月～平成31年3月

5.0%

目標とする経営指標（平成31年3月期）

当期純利益

65億円
役務収益比率普通株ROE25,600億円

預金

21,400億円
貸出金 30%

普通株ROE…優先株による要因を控除したROE（株主資本利益率）
役務収益比率…コア業務粗利益に対する役務収益等の比率

選ばれ続け、地域・お客さまになくてはならない
“絶対的存在感のある銀行”

中期経営計画の概要

コンサルティング・バンクの確立〈3年後〉

平成23-24年度 「ちば興銀 “変革・成長”戦略」

営業基盤強化 人材・組織基盤強化
財務基盤強化 ガバナンス体制強化

営業基盤強化 人材・組織基盤強化

コア戦略 お客さま第一の
“コンサルティング考動の実践”

コア戦略
お客さま第一の
“コンサルティング考動の実践”

平成25-27年度 「変革・成長戦略 “2nd Stage”」
効率性・生産性向上による営業体力の捻出、顧客基盤の拡大

　社会環境が変化していく中、当行のパートナーである地域・お客さまとともに成長して
いくためには、「パートナーである地域やお客さまの真の課題・ニーズを突きとめ、解決
への答えをパートナーのために真剣に考え示す行動」（＝コンサルティング考動）を実践
し、“金融・サービスの供給”から“コンサルティング考動”へ変革することが必須である
との考えに基づき、その実現に向け以下の重点課題に取組んでまいります。

　3年後の姿「コンサルティング・バンクの確立」に向け、お客さまを第一に考える“コンサル
ティング考動の実践”をコア戦略とし、その達成のための重点課題である「営業基盤強化」
「人材・組織基盤強化」を中心に、全行一丸となり取組んでまいります。

■顧客基盤の拡充
●中核取引先の拡大
●取引先の間口拡大
●顧客セグメントに即した提案

■地元企業の成長支援
●地元中小企業の経営力強化を
サポート

●成長分野（医療・介護、アグリ・フード
等）への取組強化

●新市場創出につながる中小企業
支援強化

■お客さまニーズに応える店舗戦略
●ブロック営業体制導入
●成長エリアへの新店舗出店

■組織力（本部体制）の強化
●「営業本部制」導入
   →戦略の展開スピード向上
●コンサルティングのための本部
サポート強化

●地方創生の推進体制強化

■人材の強化
●コンサルティング人材の育成
●実態把握力、与信対応力の強化

■外部連携
●専門機関との連携強化
●専門機関への人材派遣

厚生労働大臣より女性活躍推進法認定マーク『えるぼし』を取得 ！ 

　女性活躍推進法第9条に基づく「基準適合一般事業主」の認定を受け、認定マーク
（愛称：えるぼし）を取得しました。
　当行は、同法が定める5つの評価項目全ての基準を満たしていることから、最も高い
評価である「3段階目」の認定を取得しました。
　当行は引き続き、女性がより活躍できる環境の整備に努めてまいります。
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館山市館山市

富津市富津市
鋸南町鋸南町

旭市旭市
匝瑳市匝瑳市

銚子市銚子市白井市白井市

市川市市川市

柏市柏市
流山市流山市

市原市市原市

千葉市千葉市

茂原市茂原市

君津市君津市

いすみ市いすみ市
御宿町御宿町

鴨川市鴨川市
勝浦市勝浦市

南房総市南房総市

地域とともに 地域とともに

ちば興銀73ヵ店全店で開催 ！ 支店長講師による「資産運用セミナー」
　普段なかなかお会いすることのない地域のお客さまと接点を持ちたい・・・そんな想いから、
ちば興銀73ヵ店全店の支店長が、自ら講師となり、最新の国内外の経済動向やマーケット環境
についてご説明いたしました。

「地方創生」推進への取組み
ちば興銀は、「地方創生」の推進に積極的に関与し、千葉県のさらなる発展に寄与してまいります。

地域のお客さまのコンサルティング・バンクとして
地域密着型金融を積極的に推進し、地域の皆さまに役立つ情報を発信し続けてまいります。

※君津市とはこれまでの連携協定の範囲を拡大した
　協定を締結いたしました。

地域発展・活性化支援に関する相互連携協定の締結
（平成27年4月以降）

平成２７年 ７月

８月
９月

11月
平成２8年 3月

4月
5月

勝浦市、いすみ市、銚子市、
茂原市および茂原商工会議所
旭市、富津市
千葉県商工会連合会
（県下４０の商工会）、
柏市、白井市、千葉県税理士会
匝瑳市、御宿町
君津市※

市川市
流山市

千葉県商工労働部との
意見交換会を実施
【平成27年7月～9月】
　千葉県の中小企業戦略
や産業振興、観光推進など
の施策を学ぶ意見交換会
を実施

7/21
7/29
8/ 5
8/19
9/ 2

千葉県経済の活性化に向けて～地方創生について～
ちば中小企業元気戦略について
産業振興ビジョンについて
観光立県ちば推進基本計画について
就労支援（障がい者）・産業人材の育成支援について

スケジュール

「産・学・金」連携による地域活性化
【平成28年2月】
　地域の農林水産物を活用した
新商品開発と観光プロモーション
活動を通した地域活性化策を提案
　地元農業法人と聖徳大学短期
大学部とのコラボを実現

農商工連携による６次産業化支援
【平成27年7月】
　「南房総市との包括的な連携
協定」による第１号案件として
南房総市商工観光部と連携し、
同市内の農業法人に対して観光
事業などの６次産業化を支援

千葉県の特産品「落花生」で
農業を再生 ！   
【平成28年3月】
　千葉県産落花生の生産拡大と品質向
上を通して、地域の農業再生を行うため、
取引先と連携し、「落花生の契約栽培プ
ロジェクト」を推進
　農業経営アドバ
イザーなど農業
関連の資格を持
つ当行担当者も
参加し、就農から
買取までを支援

君津市と連携
協定を締結
【平成28年3月】

千葉市旅客船
ターミナル等複合施設
「ケーズハーバー」の
建築資金を協調融資
【平成28年4月】
　「千葉市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」の
施策「東京湾ツーリズム
旅客船運航」の拠点の
施設を金融でサポート

平成27年度 開催の主なセミナー
　地域金融機関として、最新の経済事情や企業経営などのセミナーを開催しております。
　ほかにも「平日は忙しくて銀行に行けない」などのお客さまの声にお応えし、各店にて休日
お客さま相談会や、千葉・柏ローンプラザにて中小企業貸出および住宅ローンのご返済に
関する日曜相談などを開催しております。

ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。ちば興銀は、これからもタイムリーで質の高い情報の提供に努めてまいります。
ぜひ、お近くのちば興銀にお立ち寄りください。

開催年月 セミナー内容 講師 開催場所

平成27年
6月

「小さな会社を強くするブランドづくり
の極意とは」セミナー

静岡県立大学教授・学長補佐・
地域経営研究センター長　岩崎 邦彦氏

ホテルグリーン
タワー幕張

平成27年
11月

「営業の成果は“意識チェンジ”から
生まれる ！ 」セミナー

特定非営利活動法人ワクワク営業応援団
理事長　渡邊 茂一郎氏

クロス・ウェーブ
幕張

平成27年
12月

TPP（環太平洋パートナーシップ）協定
に関する説明会

内閣官房TPP政府対策本部
独立行政法人 中小企業基盤整備機構 関東本部
千葉県信用保証協会

ホテル
ニューオータニ
幕張

平成27年
9月 ASEANビジネスセミナー

株式会社 山田ビジネスコンサルティング
マレーシア ハラル コーポレーション株式会社
代表取締役アクマル・アブ・ハッサン

船橋
グランドホテル

介護事業者セミナー
株式会社千葉興業銀行
株式会社フロンティアファーマシー
株式会社わかさキャリアコンシェルジュ

平成28年
2月

千葉興業銀行
千葉支店
7階ホール
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地域とともに

「医療経営士」の資格取得を推進
　当行では、医療および経営に関する知識と、経営課題を解決する能力を有し、実践的な経営
能力を備える人材の育成をめざし、「医療経営士」の資格取得を積極的に推進しております。
　金融機関初となる「医療経営士１級※」合格者１名を含めた６６名が試験合格者となり、医療
事業者の皆さまからの各種ご相談に対応しております。
※「医療経営士１級」とは、医療経営に関する高度な専門知識と実践思考（手法）を有し、理事長・病院長とともに経営幹部として意思
決定をサポート、実践できる「医療経営士」の最上位に位置する人材として評価・認定されるものです。

「ちば興銀メディカルローン」発売　【平成27年11月】
　当行の既存商品（開業医ローン）で、ご利用対象外となっていた病床数１９床
以下の医療法人のお客さまもお申し込みできるようになりました。
　地銀では初めてとなるシャープファイナンス株式会社との提携により実現した
もので、これまで以上にお客さまのニーズにお応えできるものとなっております。

NEW!

診療報酬・調剤報酬債権流動化サービス　【平成27年12月】
　当行は、芙蓉総合リース株式会社との間で診療報酬・調剤報酬債権流動化サービスの提案
にかかる「ビジネスマッチング契約」を締結しました。
　診療報酬・調剤報酬の債権を保有するお客さまの資金調達手段の選択肢が拡がり、借入に
依存しない資金調達が可能となります。

NEW!

医療・介護分野のエキスパートが、医療・介護事業者の皆さまの経営
課題を抽出し、サポートします。また、財務面だけではなく、さまざまな
潜在的なニーズを見つけ出し、高度なソリューション提案を実践して
いきます。

医療・介護分野
への支援

「情報開発大賞」受賞 ！　【平成28年5月】
　M&A業務の提携先である株式会社日本M&Aセンターより
「第四回バンクオブザイヤー表彰式」において、M&Aの共同受託
件数および成約実績が参加銀行の中でトップクラスであったこと
が評価され、「情報開発大賞」を受賞いたしました。
　昨年の「アクティベーション賞」に続き、2年連続での受賞となり
ました。

ちば興銀「経営塾」の運営
　ちば興銀「経営塾」は地元企業育成支援・後継経営者育成
支援の取組みのひとつとして平成１６年９月に設立され
ました。幅広い視点での経営を捉えていただくための
視察会やセミナーを定期的に開催しております。
　平成２７年５月からは第６期生が活動を開始しております。

オーナー企業の経営者の皆さまにとっては、事業の発展とともに後継
者へのスムーズな経営権の承継である「事業承継」は重要な経営課題
です。ちば興銀ではこうした「事業承継」のご相談にお応えできる体制
を整えております。

事業承継・
M&A支援

ベトナム現地法人設立を支援　【平成28年2月】
　マッシュルーム生産大手の当行取引先の初の海外拠点設立に際し、
現地法人設立に係る出資金および現地工場建設に係る資金を、保証
協会の海外投資関係保証制度も活用し、支援いたしました。
　「海外展開・事業承継支援等に係る業務連携・協力に関する覚書」に
基づく第１号案件となりました。

千葉県信用保証協会との情報交換・勉強会を開催 
【平成28年2月】
　「海外展開・事業承継支援等に係る業務提携・協力に関する覚書」に
基づき、千葉県信用保証協会との情報交換・勉強会を開催いたしました。

中国工商銀行 東京支店と業務提携　【平成27年12月】
　当行は、中国工商銀行東京支店
（以下、同行）との業務提携の覚書
を締結いたしました。この業務提携
により、同行の中国全土をカバー
する幅広いネットワークを活かした
支援が受けられます。

県内
地銀初！

拡がる海外ネットワーク

BDOバンク（フィリピン）、ベトコム
バンク（ベトナム）、インドステイト
バンク（インド）、中国工商銀行（中国）

海外提携銀行
フォーバル（ベトナム、インドネシア、
ミャンマー、カンボジア）
プロネクサス（台湾、タイ、シンガ
ポール、インドネシア、フィリピン、
中国、ベトナム）

提携ネットワーク

外部機関との連携等により、海外の投資環境に関する情報提供、海外事業
展開や販路拡大を検討している企業の皆さまに向けて、専門家やコンサル
タントの紹介、ビジネスセミナー等を開催しております。また、海外事業
展開のためのご融資や債務保証などのご相談に応じております。

海外進出支援
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お客さまのために お客さまのために

お客さまのニーズにお応えし、ご満足いただける商品・サービスの提供に努めております。商品・サービスのご案内

※こちらのミニ・ディスクロージャー誌に掲載している商品・サービスの概要・詳細については、店頭のパンフレット「商品概要
　説明書」、または当行ホームページ（http://www.chibakogyo-bank.co.jp/)をご覧ください。

オルカ鴨川ＦＣ応援定期預金（お取扱期間：平成28年4月8日～平成28年9月30日）

先着1,500名さまにオルカ鴨川FCオリジナルステッカーをプレゼント ！
抽せんで「ホテル宿泊券」やオルカ鴨川FCオリジナルグッズが当たる ！ 

～南房総初の女子サッカーチーム・オルカ鴨川FCを応援します ！ ～

●先着１,５００名のお客さまに、オルカ鴨川FCオリジナルステッカー
をプレゼントいたします。
●抽せんで「ホテル三日月ペア宿泊券（平日限定）」、オルカ鴨川FC
レプリカユニフォームなどオリジナルグッズのいずれかをプレゼント
いたします。
●当行はオルカ鴨川FCを地域の皆さまと応援するとともに、鴨川を
はじめとした南房総地域の活性化に積極的に寄与してまいります。

ガン保障付住宅ローン
「ガン先進医療保障」「上皮内ガン・皮膚ガン保障」の２つの保障を追加 ！
保険料はこれまでと同様にお客さまのご負担はありません ！

～平成28年６月 ちば興銀の〈ガン保障付住宅ローン〉がさらにパワーアップ ！ ～

●生まれてはじめてガンと診断されたら、住宅ローン残高が０円になります。
●奥さまが女性特有のガン（乳ガン・子宮ガン・卵巣ガンなど）と診断
されたら、ガン一時金として100万円をお支払いします。
●さらに、ガンを原因とする先進医療の自己負担金を最大１,０００万円
保障、また上皮内ガン、皮膚ガン保障として３０万円、いずれも保険料
は無料です。

連生ガン保障付住宅ローン〈パートネイド〉
ご夫婦で一緒に借りるガン保障付住宅ローン
ご夫婦のどちらかに万一のことがあった時はもちろん、
ガンと診断された場合にも、住宅ローンが0円になります。

～ガンのリスクに夫婦で備える住宅ローン～

●生まれてはじめてガンと診断されたら、住宅ローン残高が0円になります。
●ご主人さま、奥さまのどちらが罹患しても、保険が適用されます。
●ガンが完治しても一度0円になった住宅ローンは0円のままです。
●リビングニーズ保障にも対応。ガン以外でも余命6ヵ月と診断された
場合、保険が適用されます。

全国初!
マリーンズ応援団定期2016（お取扱期間：平成28年3月25日～平成28年8月31日）
マリーンズ公式戦チケットが当たる懸賞付き ！
マリーンズの戦績によりお預入れ定期預金の金利をプラス ！

～ちば興銀は今年も千葉ロッテマリーンズを応援します ！ ～

●今年は抽せんで、「サントリーマスターズドリームシート」50組100名
さまを含む総計762組1,524名のお客さまに、マリーンズ公式戦
チケットをプレゼントいたします ！
●マリーンズの戦績により、お預入時のスーパー定期（またはスーパー
定期300）のお預入期間1年ものの店頭表示金利にプラスしたプレ
ミアム金利を適用（ただし初回預入期間のみ）いたします。

ハッピーサマーキャンペーン
抽せんで合計１,０５０名さまに豪華商品をプレゼント ！

～豪華商品が抽せんで当たる ！ ～

●投資信託・外貨定期預金のお預入・ご購入（３０万円以上新規または
増額）、積立式投資信託（コスモス街道）の新規お預入れ※で、抽せん
で合計５０名さまに豪華商品をプレゼントいたします。

（キャンペーン期間：平成28年6月1日～平成28年8月31日）

※コスモス街道は、毎月10,000円以上の自動振替をセットいただいた場合に限ります。

●定期預金のお預入れ（３０万円以上新規または増額）、積立式定期預金
（マイドリーム）の新規お預入れ※で、抽せんで合計１,０００名さまに
豪華商品をプレゼントいたします。

※マイドリームは、一般型（エンドレスタイプ）で、30,000円以上の自動振替をセットいただいた場合に限ります。

ハートフルプレミア
安心の保障付住宅ローンで、生活費や治療費にも安心をプラス ！
「ガン先進医療保障」「上皮内ガン・皮膚ガン保障」の2つの保障を追加 ！

～平成28年６月 安心の保障付住宅ローンもさらにパワーアップ ！ ～

●3大疾病保障をはじめ、5つの重度慢性疾患保障、入院保障、リビング
ニーズ特約、配偶者のガン保障がついた、安心の保障付住宅ローン
です。
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お客さまのために

東松戸支店・新規出店　【平成28年１月】
　平成28年1月12日（火）に東松戸支店を新規出店
いたしました。
　新店舗は、JR武蔵野線と北総鉄道北総線の２路
線が利用できる東松戸駅前アルフレンテビル２階と
なります。
　駅ロータリー前でわかりやすく、北総線東松戸駅
からは連絡通路で同ビル２階に直結しています。
店舗ロビーは千葉県産の木材を使用し、開放感の
あるスペースを確保しました。
　また、共同使用の自走式立体駐車場（１５６台）が
完備されており、お車でも安心してご来店いただけ
ます。　

より便利に、安心してご利用いただくために
ちば興銀では、お客さまの大切な預金をお守りするために、さまざまな取組みを行っております。

さらに快適で機能的な店舗へ
より多くのお客さまにご来店いただけるような店づくりをすすめてまいります。

四街道支店・新築移転　【平成28年8月予定】
　平成28年8月を目処に、イトーヨーカドー四街道店
（四街道市中央５番地）敷地内に新築する店舗へ移転する
こととなりました。
　イトーヨーカドー四街道店と同一敷地内となる新店舗
は、駐車場も共同利用となり、お買い物とあわせてご利用
いただけるなど、さらに便利になります。

松戸支店　【平成28年12月予定】・
梅郷支店　【平成29年1月予定】リニューアル

「振り込め詐欺」未然防止
　お客さまの安全な取引
に寄与したことで、所轄の
警察署から感謝状をいた
だきました。

　これからも悪質な振り込
め詐欺や還付金詐欺など
からお客さまをお守りし、
金融犯罪の未然防止に努
めてまいります。

HPアンケート「お客さまの声をお聞かせください」開設 !　【平成28年6月】
　当行のホームページ上に、
「お客さまの声をお聞かせくだ
さい」ページを開設しました。
　日頃、当行をご利用いただ
いているお客さまのご意見・
ご要望を幅広くお聞かせいた
だき、商品・サービスの改善・
向上に繋げてまいります。

　ちば興銀では、さらにご利用いた
だきやすく、快適で機能的な店づくり
をめざし、店舗の新築移転、リニュー
アル等をすすめております。
　仮店舗にて営業中は、お客さまに
何かとご不便をおかけいたしますが、
ご理解を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

ただいま仮店舗にて
営業しております。
ご不便をおかけして
おります。

四街道支店（イメージ）

梅郷支店（仮店舗）

ATM画面でも注意喚起を実施 ！
　お客さまの年齢層やお取引状況等に応じた商品・
サービスを、ATMご利用中のお客さまに画面でご案内
いたします。
　おトクな商品やキャンペーンのご案内のほか、千葉
県・千葉県警察とも連携し、年金支給日には注意喚起
画面を表示いたします。

当行
ホームページ

から
アクセス
可能です ！
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「親切」の心で 「親切」の心で

CSRの取組み～地域社会・地域経済への貢献～
地域とともに歩む銀行として、これからも地域社会・地域経済へ貢献してまいります。

卓上型聴こえ支援機器「COMUOON（コミューン）」を全店に設置

　平成２８年４月の「障害者差別解消法」施行に伴い、当行が全国金融機関で先駆けて導入した
「コミューン」は、テレビなど数多くのメディアに取り上げられ、ご来店されたお客さまにも
大変ご好評を得ております。

「ちば興銀金融教室」～地元小学校にてプロバスケットボールチーム『千葉ジェッツ』と共催～
　東松戸支店の開店記念イベントと
して、プロバスケットボールチーム
「千葉ジェッツ」を地元小学校にお招き
し、「ちば興銀金融教室」を共同開催
しました。
　「お金を稼ぐことの大変さや大切さ」、
「夢をもつことの大切さ」についてお話
いただき、選手によるパフォーマンスや
全員参加型ゲームを実施しました。

　高齢者や障がい者にやさしい店頭受け入れ態勢を
充実させるため、卓上型聴こえ支援機器「COMUOON
（コミューン）」を全店に設置いたしました。

卓上型聴こえ支援機器
「COMUOON（コミューン）」
　株式会社ユニバーサル・サウンドデザインが開発した
卓上型の聴こえ支援機器で、卵型の特殊スピーカーを
難聴者に向け、マイクで話すと、その人にだけ声が
はっきり聴こえ、周囲の人には拡大された声が漏れ
づらいのが特徴です。

障害者差別解消法（平成28年4月1日施行）
（正式名称：障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律）
　内閣府が定めた障害者差別解消法では、
「不当な差別的取扱い」を禁止し、「合理的
配慮の提供」を求めています。
　そのことによって障がいのある人もない
人も互いにその人らしさを認め合いながら、
共に暮らせる社会をめざしています。

春の県下一斉ゴミゼロ
運動に行員・スタッフ
およびその家族（参加
総数約1,000名）が
ボランティア参加。また、
「国道をきれいにする
会」では、毎月沿道の
清掃を実施

環境美化活動
匝瑳市新堀海岸県有
林の再生を目指して、
5年間で5,000本の
クロマツ、トベラ等の
植栽や草刈による海
岸保安林再生活動を
展開

ちば興銀の森

環境の保全と美化に努め、千葉県の豊かな自然環境を
未来に引継いでいくための活動を行っております。環境への取組み

ちば興銀コスモスコンサート 千葉興業銀行杯
親善ゲートボール大会

ちば興銀コスモスセミナー
そごう千葉店前JR連結口広場にて、
ミニコンサートを２２年連続で開催 千葉県ゲートボール連盟との共催

により、２６年連続で開催

第１８回は、「明治の風刺絵作家ビゴー
と千葉との思いがけない関係」を
テーマに無料公開講座を開催

地域の文化活動やスポーツ振興のため、長年にわたり、
さまざまなイベントを協賛・開催しております。文化・スポーツ活動

「チーバくん」を活用した
子育て応援

スポークライトの贈呈 「小さな親切」運動の推進

メットライフ生命との共同社会貢献
プログラムとして、半年ごとに対象
商品の販売件数に応じた一定額を
寄付

千葉日報社と共同設立した「コスモス
交通安全協力会」より、県内新中学
１年生にスポークライト（自転車事故
防止用反射板）を２2年間で延べ
256,400個贈呈

３３都道府県が参加する全国的組織
「小さな親切」運動の千葉県本部
として活動。熊本地震における被災
者支援のための募金活動を実施

未来を担うこどもたちの安全と健全な育成を願い、
寄付・募金活動などにも積極的に取組んでおります。社会奉仕活動

国内
金融機関
初！

千葉県許諾 第A211-3号
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業績のご報告(単体) 業績のご報告(単体)

平成２８年３月期の業績につきましては、預金・貸出金ともに好調に推移しました。
特に貸出金残高につきましては、当行が持つコンサルティング機能を発揮し、地域の
お客さまの資金ニーズに積極的にお応えしてまいりました結果、大幅に増加しており
ます。

住宅ローン残高は、ご好評をいただいて
いる「ガン保障付住宅ローン」などが好調に
推移し、前期比５６５億円増加の６,８０７億円
となりました。

中小企業向け貸出金残高は、新規のお取
引先獲得に努めたほか、お取引先との接点
拡大に重点を置いた渉外活動の展開により、
前期比３95億円増加の９,４０６億円となり
ました。

貸出金残高は、前期比８９4億円と大幅に
増加し、１兆９，１４３億円となりました。その
ほとんどを県内の企業や個人のお客さまへ
の貸出しに向けております。

お客さまの長期・安定的な資金運用ニーズ
の高まりから、年金保険等は前期比２２０億
円の増加となりました。
預り資産合計につきましても、順調に推移

しております。

（注）当行は主要な営業地域を千葉県内としておりますので、千葉県内の営業店舗の合計計数を
「県内」計数として表示しております。

グラフ等に記載の計数および解説文中の計数は単位未満切捨て表示となっております。

当行の預金のそのほとんどは地域のお客
さまからお預りしております。
総預金残高は、前期比１,141億円と大幅

に増加し、２兆４,０４０億円となりました。

総預金残高

貸出金残高

中小企業向け貸出金残高

住宅ローン残高

預り資産
国債 投資

信託
外貨
預金

年金
保険等

3,000

2,000

1,000

２４６

９６６

８４

１,２３０

１７２

１，０６６

１２３

１,５５３

１９９

１，１６０

８６

１,３３３

0

（億円）

平成２６年
３月末

平成２８年
３月末

平成２７年
３月末

貸出金うち県内貸出金

18,000

16,000

１７,２４４ １８,６６９
１８,２４８

１７,８２９

１９,１４３
20,000

0

（億円）

平成２６年
３月末

平成２８年
３月末

平成２７年
３月末

１６,９３８

うち県内中小企業向け
貸出金

中小企業向け
貸出金

9,000

8,000

９,０１０

８,７４１

９,４０６

９,１２１８,６１３

10,000

0

（億円）

平成２８年
３月末

平成２７年
３月末

平成２６年
３月末

８,３９９

7,000

6,000

5,000

0

（億円）

平成２６年
３月末

平成２８年
３月末

平成２７年
３月末

６,２４２

５,８１３

６,８０７

総預金うち県内総預金

※総預金残高には
　譲渡性預金を
　含めております。

23,000

21,500

24,500

平成２８年
３月末

平成２６年
３月末

平成２７年
３月末

（億円）

0

２４,０４０
２３,８８９

２２,８９９
２２,７５６２２,１５５

２２,０１０
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業績のご報告(単体)

コア業務純益・経常利益
コア業務純益は、前期比2億16百万円
減少し、107億74百万円となりました。
また、経常利益は、前期比６億９５百万円
減少し、１１７億４4百万円となりました。

開示債権比率（金融再生法基準）
お取引先企業の課題解決に向けた支援の
持続と、強固なリレーションを構築した結果、
金融再生法基準の開示債権比率は、前期比
０．２８ポイント減少の１．６９％、正常債権を
除いた「開示債権」の当期末残高は、前期比
３７億円減少の333億円となりました。

経営者保証に関するガイドラインへの対応
　経営者保証に関するガイド
ラインの趣旨や内容を十分
に踏まえ、経営者保証に依存
しない融資の促進と、既存の
保証契約の見直しに取組んで
おります。

新規で無保証で融資した件数

保証契約を変更した件数

保証契約を解除した件数

平成２７年度
上期実績

７３９

平成２７年度
下期実績

639

７ 4

１ 2

事業性評価への取組み
　地域密着型金融の推進による地域経済や地元の産業・企業の発展への貢献に向け、財務
データや担保・保証に必要以上に依存することなく、お取引先企業の事業内容や成長可能性
等を適切に把握した上で（事業性評価）、これまで以上に、企業の各種ニーズや経営課題に
対する各種ソリューションを提供してまいります。
　事業性評価にあたっては、お取引先企業の財務状況などの定量的な分析に加え、企業の
ビジネスモデル、商流、組織力、技術力といった定性的な分析を行い、経営課題やニーズの
把握を行ってまいります。

「知財ビジネス評価書」を活用した融資実行　【平成２７年１１月】
　事業性評価の一環である「知財ビジネス評価書」を活用し、融資を行いました。
　「知財ビジネス評価書」とは、知的財産の価値を見える化することで、中小企業の事業性
や将来性を評価し、円滑な融資につなげるためのもので、特許庁では、知財金融促進事業の
一環として、同評価書の作成支援事業を実施しています。
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上昇の８．６４％となりました。なお、平成27年
7月に実施しました公募増資により、資本金
および資本準備金は合計83億円増加して
おります。
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実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前の
業務純益）は、前期比1億33百万円減少し、
109億15百万円となりました。
当期純利益は、前期比6億71百万円減少

し、77億14百万円となりました。
その結果、ROE（株主資本利益率）は、実質
業務純益ベースで前期比0.87ポイントの
減少となりました。
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値が大きいほど株式資本の「収益性」が高いことを示しています。
ROE（株主資本利益率）＝実質業務純益÷純資産の部合計平残×１００
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財務諸表財務諸表

株 主 資 本

当 期 首 残 高
当 期 変 動 額

当期変動額合計
当 期 末 残 高

新 株 の 発 行
剰 余 金 の 配 当
親会社株主に帰属する当期純利益
自己株式の取得
自己株式の処分
利益剰余金から資本剰余金への振替
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）

その他の包括利益累計額

資本金 資 本
剰余金

利 益
剰余金

自己
株式

株主
資本
合計

そ の 他
有価証券
評 価
差 額 金

退職給付
に 係 る
調 整
累 計 額

その他の
包括利益
累 計 額
合 計

非支配
株 主
持 分

新 株
予約権

純資産
合 計

57,941

4,178

4,178
62,120

2,792

4,178

△ 1
1

4,178
6,971

59,011

△ 2,079
7,901

△ 1

5,820
64,831

△ 69

△ 1
3

1
△ 67

119,677

8,357
△ 2,079
7,901
△ 1
2
－

14,179
133,856

17,433

△ 4,154
△ 4,154
13,278

△ 301

△ 2,788
△ 2,788
△ 3,090

17,131

△ 6,943
△ 6,943
10,188

15

15
15
31

2,444

216
216

2,661

139,269

8,357
△ 2,079
7,901
△ 1
2
－

△ 6,711
7,467

146,737

（単位：百万円）第94期（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで） 連結株主資本等変動計算書

科　目

現 金 預 け 金
買 入 金 銭 債 権
商 品 有 価 証 券
有 価 証 券
貸 出 金 
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
その他の有形固定資産
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
リ ー ス 資 産
その他の無形固定資産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

（資産の部）
金　額

121,844
564
153

512,436
1,912,615

3,868
28,346
19,903
6,554
10,955

44
9

2,339
2,416
2,004
22
388

7,770
14,159
△12,021

2,612,058

科　目

預 金
譲 渡 性 預 金
借 用 金
外 国 為 替
そ の 他 負 債
退職給付に係る負債
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
支 払 承 諾
負 債 の 部 合 計

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金
退職給付に係る調整累計額
その他の包括利益累計額合計
新 株 予 約 権
非支配株主持分
純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

（負債の部）

（純資産の部）

金　額

2,338,359
56,100
23,485

74
21,493
10,562

49
1,036

14,159
2,465,320

62,120
6,971

64,831
△67

133,856
13,278
△3,090
10,188

31
2,661

146,737

2,612,058

科　目 金　額

税金等調整前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益
非支配株主に帰属する当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

固定資産処分損
減 損 損 失

その他経常収益

科　目
経 常 収 益

役務取引等収益

資金運用収益
貸 出 金 利 息
有価証券利息配当金

預 け 金 利 息
その他の受入利息

償却債権取立益
その他の経常収益

コールローン利息
及び買入手形利息

その他業務収益

金　額
53,884
30,787
24,652
5,625

9,465
2,140

11,491
835

10,655

287
170

51

経 常 利 益

借 用 金 利 息
その他の支払利息
役務取引等費用
その他業務費用
営 業 経 費
その他経常費用
貸倒引当金繰入額
その他の経常費用

41,317
1,512
1,127
54

256
15

2,983
1,081

24,807
10,932
930

10,001
12,566

49

8

経 常 費 用
資金調達費用
預 金 利 息
譲渡性預金利息
コールマネー利息
及び売渡手形利息
債券貸借取引支払利息

第94期末（平成28年3月31日現在）連結貸借対照表（単位：百万円） 第94期（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで） 連結損益計算書（単位：百万円）

特 別 損 失 90
29
61

12,476
622
3,738
4,360
8,116

214

7,901

科　目

預 金
当 座 預 金
普 通 預 金
貯 蓄 預 金
通 知 預 金
定 期 預 金
定 期 積 金
その 他 の 預 金
譲 渡 性 預 金
借 用 金
借 入 金
外 国 為 替
外 国 他 店 預り
売渡外国為替
そ の 他 負 債
未払法人税等
未 払 費 用
前 受 収 益
給付補塡備金
金融派生商品
金融商品等受入担保金
リ ー ス 債 務
その 他 の負 債
退職給付引当金
睡眠預金払戻損失引当金
支 払 承 諾
負 債 の 部 合 計

資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
　繰越利益剰余金
自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金
評価・換算差額等合計
新 株 予 約 権
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

（負債の部）

（純資産の部）

金　額科　目

現 金 預 け 金
現 金
預 け 金
買 入 金 銭 債 権
商 品 有 価 証 券
商 品 地 方 債
有 価 証 券
国 債
地 方 債
社 債
株 式
その他の証 券
貸 出 金
割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越
外 国 為 替
外国他店預け
買入外国為替
取立外国為替
そ の 他 資 産
未 収 収 益
先物取引差入証拠金
金融派生商品
その他の資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
その他の有形固定資産
無 形 固 定 資 産
ソ フト ウ ェ ア
その他の無形固定資産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

（資産の部）
金　額

（単位：百万円）第94期末（平成28年3月31日現在）貸借対照表

2,347,988 
59,005  

1,166,854  
26,048 
5,836  

1,070,746  
5  

19,491  
56,100  

9,169  
9,169  

74  
1 
72 

15,276   
302  
1,722 
1,123 

0  
657  
77  

1,317  
10,075  
5,944  
1,036  

14,157  
2,449,747  

62,120  
6,971  
6,971  

60,897  
4,493  
56,403  
56,403
△67

129,922
13,255  
13,255 

31 
143,209

2,592,956

121,837  
22,939
98,898

564 
153 
153

512,555  
89,873  
57,631 
202,097  
30,165  
132,787  

1,914,320 
7,053  
69,690  

1,682,830  
154,746  

3,868  
2,580  
607  
680  

6,438  
1,965  
10  

1,063  
 3,399  

19,899 
6,524  
10,955 
1,317  

9  
1,093  
2,125  
1,738  
386  

6,274  
14,157 
△9,239

2,592,956 

経 常 費 用

経 常 利 益

資金調達費用
預 金 利 息
譲渡性預金利息
コールマネー利息
債券貸借取引支払利息
借 用 金 利 息
その他の支払利息
役務取引等費用
支払為替手数料
その他の役務費用
その他業務費用

営 業 経 費
その他経常費用

国債等債券売却損
国債等債券償還損

貸倒引当金繰入額
貸 出 金 償 却
株式等売却損
株 式 等 償 却
その他の経常費用

33,390
1,362
1,129
54
49
8

110
8

3,882
352
3,530
1,081
372
708

24,820
2,243
816
650
241
0

534
11,744

特 別 損 失

税引前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法 人 税 等 合 計

当 期 純 利 益

固定資産処分損
減 損 損 失

90
29
61

11,654
269
3,671
3,940

7,714

その他経常収益
償却債権取立益
株式等売却益
その他の経常収益

科　目
経 常 収 益

役務取引等収益

資金運用収益
貸 出 金 利 息
有価証券利息配当金
コールローン利息
預 け 金 利 息
その他の受入利息

受入為替手数料
その他の役務収益
その他業務収益
外国為替売買益
商品有価証券売買益
国債等債券売却益
金融派生商品収益

金　額 金　額科　目

第94期（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで） 損益計算書（単位：百万円）

45,135
31,143
24,618
6,015
51
286
170

8,567
1,742
6,824
2,140
413
0

1,222
503

3,284
806
1,633
843

当 期 首 残 高
当 期 変 動 額

当期変動額合計
当 期 末 残 高

新 株 の 発 行
剰 余 金 の 配 当
当 期 純 利 益
自己株式の取得
自己株式の処分
利益剰余金から資本剰余金への振替
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）

57,941

4,178

4,178
62,120

2,792

4,178

4,178
6,971

－

△ 1
1

－
－

2,792

4,178

△ 1
1

4,178
6,971

4,077

415

415
4,493

51,186

△ 2,495
7,714

△ 1

5,217
56,403

55,264

△ 2,079
7,714

△ 1

5,633
60,897

△ 68

△ 1
3

1
△ 67

115,930

8,357
△ 2,079
7,714
△ 1
2
－

13,992
129,922

17,410

△ 4,155
△ 4,155
13,255

17,410

△ 4,155
△ 4,155
13,255

15

15
15
31

（単位：百万円）

株 主 資 本
資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

評価・換算差額等

第94期（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで） 株主資本等変動計算書

資本金 資 本
準備金

その他
資 本
剰余金

資 本
剰余金
合　計

利 益
準備金

そ の 他
利益剰余金
繰越利益
剰 余 金

利 益
剰余金
合　計

自己
株式

株主
資本
合計

そ の 他
有価証券
評 価
差 額 金

評 価・
換 算
差額等
合 計

純資産
合 計

新 株
予約権

133,356

8,357
△ 2,079
7,714
△ 1
2
－

△ 4,139
9,852

143,209
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役員・株式の状況役員・株式の状況

株券電子化実施に伴い、株主様のご住所・お名前等の文字に、株式会社証券保管振替機構（ほふり）が振替制度で指定して
いない漢字等（いわゆる「外字」）が含まれている場合は、その全部または一部をほふりが指定した文字またはカタカナに変換して、
株主名簿に記録いたしております。
このため、株主様にご送付する通知物の宛先が、ほふりが指定した文字に置き換えられる場合がありますのでご了承ください。
株主様のご住所・お名前等として記録されている文字については、お取引の証券会社等にお問い合わせください。

株主様のご住所・お名前等に使用する文字に関してのご案内

単元未満株式の買取請求について
　　単元未満株式をご所有の場合、その単元未満
株式を当社が買い取らせていただく制度（買取
制度）がございますので、どうぞご利用ください。
　　特別口座に記録された株式の買取請求について
は、下記株主名簿管理人（特別口座管理機関）に
おいて受付けております。また、証券会社等の口座
に記録された株式の買取請求については、お取引
の証券会社等にお問い合わせください。
特別口座株式のご売却について
　　特別口座にて管理されている単元株式を売却
されるには、事前に証券会社等の口座を開設し、
その後振替手続を行っていただく必要があり
ます。お手続き等の詳細は下記株主名簿管理人
（特別口座管理機関）にお問い合わせください。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎事業年度終了後3ヵ月以内に開催
基 準 日 定時株主総会については、毎年3月31日

その他必要あるときはあらかじめ
公告する一定の日

単 元 株 式 数 100株

配 当 受 領
株 主 確 定 日

期末配当：毎年3月31日
中間配当：毎年9月30日

株主名簿管理人
株式事務取扱場所

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社
本店 証券代行部

当行は、銀行業としての公共性に鑑み、健全経営を確保するため内部留保の充実を図るととも
に、安定的な配当に努めていくことを基本方針としております。

普通株式の配当 当期の普通株式の配当につきましては、１株当たり３円の配当をいたしたいと
存じます。

優先株式の配当 当期の優先株式の配当につきましては、所定の配当をいたしたいと存じます。

利益配分に関する基本方針

格 　 付 　 け 「Ａ－（シングルＡマイナス）」
【据え置き】

格付け見通し 「安定的」
【据え置き】

（格付けの公表：平成２７年９月９日）

当行は、中立的な第三者による評価を取得し公表することで、投資
家の皆さまやお取引先の皆さまに財務内容の健全性や収益性など
についてご理解いただくため、平成１８年１０月に株式会社日本格付
研究所（ＪＣＲ）から長期発行体格付（※１）を取得し公表しております。

（※１）長期発行体格付：債務者（発行体）の債務全体を包括的に
捉え、その債務履行能力を評価したものです。

A-
当行

AAAAAA
AA
A
BBB
BB
B
CCC
CC
C
D

格付け

株式のご案内

（注）取締役戸谷久子氏、取締役萩野善教氏、監査役鈴木伸弥氏および監査役五日市喬弘氏は、東京証券取引所有価証券上場規程
第４３６条の２にいう独立役員であります。

役　員 （平成28年6月28日現在）
取 締 役 頭 取・ＣＥО
取締役副頭取・ＣОО
専務取締役・専務執行役員
常務取締役・常務執行役員

取締役
取締役

青柳　 俊一
梅村　 星児
星野　 智史
立野　 嘉明
戸谷　 久子
萩野　 善教

常勤監査役
常勤監査役
監査役
監査役

稲葉　 保実
松井　 一登
鈴木　 伸弥
五日市 喬弘

■お問い合わせ先（郵便物送付先）
　〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
　電話　0120-288-324
　ご利用時間　9：00～17：00　土・日・祝日を除く

株主名簿管理人
（特別口座管理機関）みずほ信託銀行株式会社

株主数2
普通株式
第二回第二種優先株式
第四回第四種優先株式

１2，458名
1名

165名

株式の種類 発行可能株式総数
296,000千株
5,000千株
7,500千株

発行済株式の総数
６２，２２２千株
5,000千株
6,400千株

株式数1

普 通 株 式
第二回第二種優先株式
第四回第四種優先株式
（注）株式数は、千株未満を切り捨てて表示しております。

（当行ホームページ 
http://www.chibakogyo-bank.co.jp/）
ただし、事故その他やむを得ない事由によって
電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

公 告 方 法 電子公告
（※２）「さわやかハロー24」：当行の株主さまに無料で、健康や医療に関するご相談をベテランの医師などが電話でお受けする

サービスです。健康・医療相談のほか、夜間・休日診療の医療機関のご案内、医療機関情報のご提供、介護などシルバー情報
のご提供についてご利用いただけます。

日頃のご支援に感謝の意をこめて、ご優待制度の拡充に努めております。
平成２8年３月３１日現在で、千葉興業銀行の株式を１００株以上所有されている個人・法人の株主
さまを対象に「株主優待定期預金」の制度を引続きお取扱いしております（平成28年7月1日～平成
29年3月31日）。
「さわやかハロー２４」（※２）ともども、ご利用いただきますようお願い申し上げます。

株主優待制度の拡充

株式の状況 （平成28年3月31日現在）

大株主3

株式の
種類 株主の氏名又は名称

9,583
2,518
1,988
1,249
1,158
1,096
980
926
848
827

15.41
4.05
3.19
2.01
1.86
1.76
1.57
1.49
1.36
1.33

普通
株式

株式会社みずほ銀行
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
坂本飼料株式会社
明治安田生命保険相互会社
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9）
CHASE MANHATTAN BANK GTS CLIENTS ACCOUNT ESCROW
みずほ信託銀行株式会社
千葉興業銀行行員持株会
CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO

持株数等
（千株）

持株比率
（%）

当行への出資状況 株式の
種類 株主の氏名又は名称 持株数等

（千株）
持株比率
（%）

当行への出資状況

5,000 100.00株式会社みずほ銀行

300
300
300
300
200
200
200
180
160
160

4.68
4.68
4.68
4.68
3.12
3.12
3.12
2.81
2.50
2.50

沖電気工業株式会社
大成建設株式会社
東京建物株式会社
丸紅株式会社
キッコーマン株式会社
明治安田生命保険相互会社
安田不動産株式会社
株式会社ヤクルト本社
株式会社クレックス
芙蓉総合リース株式会社

（注）1.
2.
3.

持株数は千株未満を切り捨てて表示しております。
持株比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。
普通株式の持株比率は自己株式（５９，916株）を控除して、算出しております。

第 二 回
第 二 種
優先株式

第 四 回
第 四 種
優先株式
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〒261-0001
千葉市美浜区幸町二丁目1番2号
TEL.043-243-2111
http://www.chibakogyo-bank.co.jp/

企業理念

私たちは、地域とともに歩む銀行として、人々の幸せを求めて、
豊かなふるさとづくりに努めます。

地域とともに

私たちは、積極的にお客さまのニーズに応え、創造性を発揮し、
より質の高いサービスの提供に努めます。

お客さまのために

私たちは、心のふれあいを大切にし、自己を磨き、
親切ナンバーワンをめざします。

「親切」の心で

はじめました
ちば興銀 公式アカウント

でID検索 ！＠chibakogin

うれしい情報を
ＬＩＮＥでお届け！


	2016_kogin_mini-h1_fix
	2016_kogin_mini-p01-02_fix2
	2016_kogin_mini-p03-04_fix2
	2016_kogin_mini-p05-06_fix2
	2016_kogin_mini-p07-08_fix2
	2016_kogin_mini-p09-10_fix2
	2016_kogin_mini-p11-12_fix2
	2016_kogin_mini-p13-14_fix2
	2016_kogin_mini-p15-16_fix2
	2016_kogin_mini-p17-18_fix2
	2016_kogin_mini-p19-20_fix2
	2016_kogin_mini-p21-22_fix2
	2016_kogin_mini-h4_fix

